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　本号は，「脊髄障害とニューロモデュレーション NOW」とい
う特集である．脳神経内科医である私からは専門外となるが，
電気刺激やボツリヌス療法，バクロフェンの局所適用など，外
科系医師（泌尿器科も含む）ならではのダイナミックな方法で，
患者さんのQOLを少しでも高めようという努力をされているこ
とに感心しながら読ませていただいた．とりわけ益田宗彰先生
の「脊髄損傷による呼吸不全に対する横隔膜ペーシングシステ
ム」の論文については，適応を確認する段階で，横隔神経伝導
検査という，私自身はやらないが，電気診断を行う脳神経内科
の仲間が開発した方法が応用されていることを嬉しく思った
（引用されている CMAP の図の原著者小森哲夫先生は，日本臨
床神経生理学会での神経筋電気診断セミナー立ち上げの中心と
なった，いわば「同志」である）．普通に電気刺激したらしゃっ
くりのような短い収縮になってしまうのを，自然な呼吸のよう
な緩徐な収縮を行わせる工夫がなされているものと考えられ，
興味深い．
　さて，私事になりますが，本年 3 月で定年を迎え，30 年余の
帝京大学神経内科での日々，12 年間の神経内科学講座主任教授
としての任期に一区切りをつけることとなりました．在任中は
いろいろとお世話になりましたこと，あらためて御礼申し上げ
ます．4月からは建物隣の帝京大学の医療技術学部に移ることと
なり，実は部屋は都合で帝京大学病院の元と同じフロアで端か
ら端に移動するだけとなって（笑），私宛紹介患者の初診外来や
筋電図検査もこれまで通り続ける予定で，大きな変化はないと
もいえます．ただ，時間はこれまでよりできそうなので，なか
なか進まないでいる筋電図の教科書の執筆，あるいは頸椎症性
筋萎縮症や胸郭出口症候群の自験例のまとめなどの懸案だった
論文も仕上げていきたいなと考えています．当誌の編集委員は，
2008年 11月に井上聖啓先生からの指名でお引き受けして，なん
ともう 15 年になります．随分前からアイデアは枯渇して（もと
もとあまりアイデアマンではありません……），毎年部下の ML
で特集テーマを募集しているような状態だったので，そろそろ
潮時かなと考えています．こちらはまたご相談させてください．
 　（園生雅弘）
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